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ロジ研 年間統一テーマ ： 先入観は可能を不可能にする 

◇『2024年問題と派遣ドライバー』 

副本部長・総務委員長 大島 弥一 

〔新宿支部 大島運輸㈱〕 

 最近の関東運輸局との勉強会での質疑にて私の考えていたこと

について、説明が足りていなかったかと思いましたので、あらた

めて、この場をお借りして書かせていただきます。 

現在どこの会社もドライバー不足でご苦労なさっていること

と思います。当然弊社でもそうで、自社で配車を組める業務であ

れば、突発的な欠勤等でも他のドライバー達でカバーしたり、他

営業所から回してもらったりで何とかしているのですが、コンビ

ニのルート配送だけはそうもいかず、レギュラー要員として高額

な派遣ドライバーを使わざるを得ない状況です。以前の派遣ドラ

イバーと言えば、人間的には多少、問題があっても、仕事的には

プロフェッショナルな方がいましたが、最近は人手不足のせいか

仕事的にも問題のある派遣さんを雇うこともあります。募集要項

を見ても弊社より 1.2～1.3 倍程度の賃金を提示しているので、

ドライバー職を探している人がいたとしても派遣の方に応募して

しまうと思いますし、派遣会社からすればどうせ運送会社でドラ

イバー教育をするだろうという事で、全くの未経験者が平気で送

り込まれてきます。当然見習い期間も相当かかりますし、中には

見習い期間が終わる頃に辞めていく方もいて大きな損害となって

います。 

そんな中それなりに仕事の出来る派遣ドライバーA 君がある日、

体調が悪いと当日欠勤を申し出てきました。よくよく聞いてみる

と弊社が休みの日に派遣会社から別の仕事を頼まれて行っていた

そうです(ダブルワーク)。仕事の内容はそんなにきつい仕事では

なかったそうですが、結果的に私の執務にまで影響が及び、派遣

会社に文句は言いたくなりました。 

また今年 6月に同じ荷主の、同業の運送会社さんで関西圏では

ありましたが、派遣ドライバーによる死亡事故が発生しました。

事故後に分かったことですが、彼は週 5日のコンビニ配送の他に

も、週 5日、別の会社で配送をしていたそうです。荷主の点呼の

際には睡眠時間を 6時間と偽って報告していたが、実際は合間合

間で 1日 2,3 時間の睡眠だったそうです。居眠り運転も必然的だ

ったのではないでしょうか。やはり派遣ドライバーは禁止にすべ

きだと思います。労働基準監督署には我々の業界だけでなく派遣

会社にも指導に行ってもらいたいと思いますし、稼がなければな

らない訳ありのドライバーは今も昔も変わらずにいます。 

現在弊社のコンビニ配送は 1日 4便を 2便ずつで日勤夜勤と分

けており、弊社で稼ぎたい社員の B 君は以前、1 日 3 配送を週に

4,5 日していましたが、2024 年問題で(3 配送では)週に 2 日しか

できなくなることを伝えると、今年から B君は 1日 2配送のみと

なり、こっそり他のセンターで 1便だけアルバイトしているよう

です。事故が起きれば、その運送会社の責任となりますが、健康

管理的にはどうなのでしょうか？ただし弊社の勤務実績のみから

見れば全くのホワイトとなってしまいます。いかがでしょうか？

次のタイミングの法令改正の折にはその辺りの事柄にまで踏み込

んで検討をお願いしたいと思います。 

 

 

◇『ロジ研セミナーに参加して』 

副本部長・広報委員長 菅沼 寛二    

〔千代田支部 ㈱スガヌマトランスポート〕 

さる 9 月 15 日には、恒例行事となっておりますトラックフェ

スタ 2024 も、好天のなか（34 度超え！）賑やかに開催されまし

た。本年は例年のディーラー各社ブースや代々木警察署のほか、

陸上自衛隊練馬駐屯地からも出展参加されたりと、それぞれに活

況でしたが、女性部が能登復興支援の物産販売を催すなど、本年

の意義を表すイベントとなっていたのが特色でした。ご参加の皆

さま、真にお疲れ様でした。 

 さてロジ研では例年、外部講師をお招きしての研修会・勉強会

(セミナー)を実施しておりますが、10 月 7 日は、物流業界説明会

について、運賃・賃金向上のための政策についての講演会となり

ました。 

 多摩支部、安田さんから物流業界説明会について、今までの足

跡が紹介されました。いわく、もともと多摩支部有志が 15 年前よ

り構想し 2016 年に立川・八王子より始めてハローワークの支援・

協力も得て、9 月には第 36 回(所沢)、参加企業 20 社強、来場者

(求職者)100 名強を数えるほどに広がりを見せているとのこと。

来場者セミナーでは、安全対策など、普段の会社の取り組みなど

をお伝えするなど、実像を理解してもらえるように工夫。同時開

催の相談・面接会への橋渡しとされているそうです。今後は現在

の採用支援から拡げて人材育成・教育にも展開したいとの展望を

伺うことが出来ました。 

 もう一つは、藤井聡さん(京都大学大学院教授：元・内閣官房参

与)の講演でした。ロジ研研修委員会は過去、何度かお招きしたこ

とがあるそうで、石破・新総理が誕生した今の時勢を踏まえた論

説を伺うこととなりました。内容は、先の改正物流 2 法の概要、

ライドシェア(旅客)などの外来事案への反応、(衆議院)総選挙、

など多岐にわたるものでしたが、2024 年が走り出している現在、

荷主企業にも毅然と取り組み、理解を得ることが肝要との主旨を

熱く語られていました。講演の 90 分、意見交換もあって出席者に

も好評のうちに終了しました。 

 
◇『企画委員長よりご案内』 

副本部長・企画委員長 村山 浩一 
〔新宿支部 ㈱村山運輸〕 

前期の終わりに３期にわたった委員長の退任挨拶をさせて頂

きましたが、現本部長様のお陰でもう 1期延長する羽目になって

しまったので、あと少しだけお付き合い下さいませ。 

企画委員の年度内の行事としては、忘年会、チャリティーゴル

フ、温故創新セミナーとなります。 

近々の行事としては、先日の正副幹事会で承認された、約５年

振りとなる温故創新セミナーとなり、能登半島地震の復興を少し

でも支援しようとの意味合いも含めた企画となっております。 

１０月末日締め切りになっていますが、まだまだ枠がございま

す。ふるってご参加いただければと心待ちにしております。 

今後ともご協力をお願いいたします。 

 

 

●11/22～23     温故創新セミナー(石川県) 

●12/9 18:00～  忘年会（美らしゃぶ亭） 

ロジ研行事予定 
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